
 

 

施工性の向上を図った横拘束筋端部の定着構造の提案施工性の向上を図った横拘束筋端部の定着構造の提案施工性の向上を図った横拘束筋端部の定着構造の提案施工性の向上を図った横拘束筋端部の定着構造の提案 
 

○独立行政法人土木研究所 正会員 運上  茂樹 
独立行政法人土木研究所 正会員 星隈  順一 
独立行政法人土木研究所 正会員 塩島  亮彦 

 
１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 
 鉄筋コンクリート橋脚構造においては、平成 7年の兵庫県南部地震による甚大な被害の経験を踏まえて、地震時におけ
る塑性変形性能の向上が不可欠となった。このために、帯鉄筋や中間帯鉄筋が非常に多く配筋されるとともに、これらの

定着や継手についても十分な性能を確保することが必要とされた。これに伴って現場における帯鉄筋や中間帯鉄筋の施工

作業が非常に煩雑になるとともに、コンクリートの確実な充填性についても注意が必要となっている。 
 本研究は、鉄筋コンクリート構造の塑性領域において必要な変形性能を確保するとともに、施工の効率化と施工コスト

の低減を図ることも可能な技術開発を行うことを目的として、帯鉄筋や中間帯鉄筋の端部における定着構造について幾つ

かのアイデアを考案したので、その概要を報告する。 
２．帯鉄筋と中間帯鉄筋に求められる性能と従来の配筋方法２．帯鉄筋と中間帯鉄筋に求められる性能と従来の配筋方法２．帯鉄筋と中間帯鉄筋に求められる性能と従来の配筋方法２．帯鉄筋と中間帯鉄筋に求められる性能と従来の配筋方法 
 地震時に塑性化することを考慮する鉄筋コンクリート橋脚においては、帯鉄筋は内部コンクリートを拘束する役割、軸

方向鉄筋の座屈を抑制する役割ならびにせん断耐力を高める役割があり、中間帯鉄筋は帯鉄筋を補完してこれらの効果を

高める役割がある。地震時に橋脚に塑性化が生じるような変形が生じても、これらの役割を確実に果たすためには、帯鉄

筋と中間帯鉄筋の端部の定着に十分配慮する必要がある 1), 2) 。例えば、道路橋示方書Ⅴ耐震設計編では、中間帯鉄筋の端

部を半円形フックもしくは鋭角フックとし、そのフックを帯鉄筋にかけた上で内部のコンクリートに定着させることとな

っている。中間帯鉄筋の端部を帯鉄筋にかけるのは、大きな塑性変形が生じても帯鉄筋が外側にはらみだしにくくするこ

とにより軸方向鉄筋の座屈を抑制し、内部コンクリートの拘束効果を高めるためである。 
中間帯鉄筋の両端を帯鉄筋にかける場合、端部のフック形

状として半円形フックや鋭角フックを用いるとその施工が非

常に難しく、直角フックの方が施工しやすい。しかし、中間

帯鉄筋の端部を直角フックとした鉄筋コンクリート柱に対す

る正負交番載荷実験によると、かぶりコンクリートが剥離す

ると、帯鉄筋のはらみだしに対して直角フックが十分に抵抗

できず、直角に曲げられていたフックがまっすぐに伸びよう

とする挙動を示し、これによって内部コンクリートが拘束で

きなくなることがわかっている 1) 。このような点を踏まえ、

実際の施工では、一端に半円形フックを有する２本の鉄筋を

断面内部で継いだ中間帯鉄筋とすることが多くなっている。 
３．施工性を向上させた定着構造の提案３．施工性を向上させた定着構造の提案３．施工性を向上させた定着構造の提案３．施工性を向上させた定着構造の提案 
帯鉄筋や中間帯鉄筋の施工性の向上を図った定着構造については既に幾

つかの提案があるが 3), 4)、本研究では、端部のフックとして施工性のよい

直角フックを使いながらも、かぶりコンクリートが剥落するような損傷が

生じても帯鉄筋との定着を確保し得る単純で簡単な機構の定着構造につい

て検討を行った。 
 図－１は、長円形状のリングを用いて中間帯鉄筋を帯鉄筋と定着させる

構造の概念図を示したものである。これは、予め中間帯鉄筋にリングを通

しておき、直角フックを中間帯鉄筋にかけた後、そのリングの一端を直角

フックの足の部分にひっかけて固定した構造である。この時、リングの他

端側は内部コンクリートに定着するようにし、かぶりコンクリートが剥落

しても、リング自体は抜け出してこないようにする。このリングの定着効
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図－１ 長円形状のリングによる定着 
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図－２ 軸方向鉄筋への定着 
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果により、直角フックであ

っても帯鉄筋がはらみ出そ

うとする変形に対して抵抗

できる構造となる。この原

理は、図－２に示すように、

帯鉄筋の軸方向鉄筋への定

着にも応用させることがで

き、リング状の定着具だけ

でなくてもクリップ式の定

着具の適用も考えられる。 
 図－３は、２つのリング

を鎖状に組み合わせ、予め

帯鉄筋にその一方のリングを通しておき、他方のリングに中間帯鉄筋の直角フックを通すことにより帯鉄筋と中間帯鉄筋

を定着させる構造の概念を示したものである。この構造では、中間帯鉄筋の端部が直角フックであっても、そのフックは

かぶりコンクリートよりも内側のコンクリートに定着されることになるため、軸方向鉄筋の座屈に伴ってかぶりコンクリ

ートが剥落しても、直ちに直角フックがはずれ出すことはない。したがって、適切にリングの構造諸元を設計すれば、端

部を半円形フックとした中間帯鉄筋と同等の拘束効果が期待できるものと考えられる。 
 図－４は、端部を直角フックとした中間帯鉄筋の折曲げ部をＬ型の鋼製アングルで覆うことにより、帯鉄筋と中間帯鉄

筋を定着させる概念を示したものである。前述したように、塑性変形が大きくなると、帯鉄筋が外側にはらみだそうとす

る力によって直角フックにはそれを広げようとする曲げモーメントが作用するが、この曲げモーメントに抵抗すべく、直

角フックの折曲げ部の曲げ剛性を高めるように補剛し、直角フックの形状が保たれるようにしたものである。この構造で

重要なのは、Ｌ型の鋼製アングルの一端側は内部コンクリートに定着させることと鋼製カバーの隅角部に適切な曲げ剛性

を確保することと考えられる。 
 図－５は、中間帯鉄筋の端部を直角に２回折曲げてＵ字型のフックとし、帯鉄筋と中間帯鉄筋が平行に重なる箇所にお

いて金具によって定着する構造を示したものである。この構造では、中間帯鉄筋の端部は直角フックではあるが、内部コ

ンクリートへ定着されることになるため、かぶりコンクリートが剥落しても帯鉄筋と中間帯鉄筋の定着は確保され、半円

形フックとした場合と同等の効果が期待される。 
４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ 
 本文では、鉄筋コンクリート橋脚において配筋の施工を煩雑にしている帯鉄筋や中間帯鉄筋の端部定着について、これ

を改善するための単純で簡単な構造概念を提案した。今後、これらの定着構造の適用性等を実験等により検証するととも

に 5)、鉄筋径と鉄筋強度に応じた定着具の構造諸元の設定方法等について検討を進めていく予定である。 
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図－３ 鎖状リングによる  図－４ 鋼製アングルによる  図－５ 定着金具による 
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